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土木設計業務等共通仕様書の改定概要 
（平成２８年７月改定） 

 
 
○基本事項 

国土交通省近畿地方整備局の共通仕様書（測量業務、地質・土質調査業務、土木設計業務等）

が平成２８年４月に一部改定したことに伴い、本県の共通仕様書を一部改定するものである。 
 
○改定対象 
 ・測量業務共通仕様書 
 ・地質・土質調査業務共通仕様書 
 ・土木設計業務等共通仕様書 
 
○適用日 
 ・平成２８年７月１５日以降に積算を開始する業務より適用 
  （単価適用日が 28.07.15 以降の委託業務設計書） 
  
○主な改定内容 
【共通】 
 ・『受託者の責務』を追記しました。 
 ・主任技術者は原則として変更できない旨を追記しました。 
 ・担当技術者の人数を最大８名までに変更しました。 

・業務実績システム（テクリス）の登録申請を行う期限を１５日以内に変更しました。 
 ・打合せ等にあたり、監督員及び受託者は「ワンデーレスポンス」に努める旨を追記しました。 
 ・成果品の提出は、「和歌山県電子納品運用ガイドライン」に基づき行うよう追記しました。 
 ・再委託において、「軽微な部分」の内容をより詳しく記述しました。 
 ・『個人情報の取扱い』を追記しました。 
 ・『屋外で作業を行う時期及び時間の変更』を追記しました。 
 ・『行政情報流出防止対策の強化』を追記しました。 
 ・『暴力団員等に不当介入を受けた場合の措置』を追記しました。 
 
【測量業務】 

・受託者は、発注者が行う測量法に規定する諸手続きに協力する旨を追記しました。 
・『臨機の措置』を追記しました。 
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【地質・土質調査業務】 
 ・『照査技術者及び照査の実施』を追記しました。 

・『臨機の措置』を追記しました。 
 
【土木設計業務等】 
 ・照査の実施にあたり、「赤黄チェック」を実施する旨を追記しました。 
 ・『維持管理への配慮』を追記しました。 



28.07.15 単価適用日が28.07.15以降の設計書より、（新）共通仕様書を適用



詳細設計業務の照査（赤黄チェック）について

【赤黄チェック】

詳細設計においては、成果品をとりまとめるにあたって、設計図、設計計算書、数量計算書等に
ついて、それぞれ相互（設計図―設計計算書、設計図―数量計算書間等）の整合を確認するうえ
で、確認マークをするなどして分かりやすく確認結果を示し、間違いの修正を行うための照査（赤
黄チェック）を原則として実施する。

【例】作成した資料に、①確認マークを黄色で入れ、②修正箇所の訂正を赤字 で行い、
③修正結果の確認マークを青色で行う。


